
睡眠時無呼吸症候群について  

 

みなさんはいびきや日中の眠気、熟睡感がないなどの自覚症状はありま

せんか？ 

睡眠時無呼吸症候群とは、睡眠中に何度も呼吸が止まった状態を繰り返す病気です。 

適切な睡眠がとれていないことで日中に強い眠気、集中力の低下など、日常生活にさま

ざまな影響を及ぼすことがあります。 

 

この検査は、睡眠の質や睡眠中の呼吸の状態を調べる検査です。 

自宅でできる簡易的な検査と入院が必要な精密検査があり、一般的には簡易検査を行っ

て睡眠時無呼吸症候群の疑いが強い場合に精密検査が行われます。 

では、入院が必要な精密検査についてご案内します。 

 

PSG（終夜睡眠ポリグラフ）検査 

この検査は 1 泊入院していただき、睡眠中の脳波、眼球やあごの筋肉の動き、心電図、

鼻に入る空気の流れ、呼吸の状態、血中酸素飽和度など多くの項目をモニタリングし、

無呼吸症候群のタイプや重症度、睡眠状態などをみる検査です。 

 

〈検査の流れ〉 

 

16：00 頃  来院：入院手続き 

17：00 頃  装置の装着 

18：00   夕食 

21：00   消灯・検査開始 

翌 6：00   起床・検査終了 

8：00    朝食 

8：15 頃   装置取り外し 

 

夕方入院し、翌朝に退院していただきます。 

検査結果は後日、医師がお伝えします。 

 

費用 1割負担の方で約 10,000円、２割負担の方で約 20,000円、３割負担の方で約 30,000

円となります。個室を希望される場合は別途、差額ベッド代が必要です。 

 

症状にお心当たりのある方やご心配な方は一度外来でご相談ください。 


